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１１１１．．．．    はじめにはじめにはじめにはじめに    

1)1)1)1) 研究研究研究研究のののの背景背景背景背景    

 孤独死には合意された定義がなく、国の統計データもないのが実状であるが、年間死者数

2 万～2 万 5 千人と推計されており、3万人超の自殺者数に匹敵する。旧厚生省社会・援護局

の報告書では、「社会的孤立や孤独」と位置づけられている。 

 孤独死は状況だけ捉えれば「誰にも看取られず、亡くなったあとに発見される死」であり、

尊厳ある生き方や死に方といった課題を踏まえ、福祉的側面、社会生活的側面などのいろい

ろな視点から捉えるべき問題である。 

 

(1)(1)(1)(1) 問題意識問題意識問題意識問題意識    －－－－社会生活問題社会生活問題社会生活問題社会生活問題としてとしてとしてとして孤独死孤独死孤独死孤独死をををを捉捉捉捉えるえるえるえる    

先行研究等から、孤独死の背景として人口動態や家族構造の変化、価値観の多様化等、近

年顕著となっている変化が指摘されている。「仮設住宅の壮年層のくらしと健康の実態調査」

が示したものは、社会保障制度や社会政策の不備等により、貧困や孤立・孤独に追いやられ、

同時に健康が破壊され、その結果、孤独死に至る、というメカニズムである。ポスト工業社

会やグローバリゼーションが進展し、福祉国家の制度自体の危機が言われているなかで、日

本の福祉の仕組みは、例えば、「低学歴で未婚もしくは離婚経験があって非正規雇用で転職も

多く、資産も家族もない人」には十分に対応できていない。 

孤独死は健康・生活問題の一環として、社会的な責任による対策が必要な問題と捉えるべ

きである。 

 

2)2)2)2) 先行研究先行研究先行研究先行研究    

孤独死をテーマとする先行研究は少ない。発生背景として高齢化や単身化を挙げ、現状の

活動を対策としてまとめた研究が多い。また、特定地域での調査がほとんどであり、定義や

仮説を定め発生要因や対策を十分検討したものがほとんどない。 

 

3)3)3)3) 研究目的研究目的研究目的研究目的    

孤独死が大きな社会問題として注目されている一方で、実態把握が進んでおらず、また、

孤独死の何が問題であるかの論点整理が明確でない。 

本研究の上位目的は、孤独死に関する社会的・福祉的対策を検討することであり、そのた

め、孤独死と言われている事例のうち、社会的・福祉的に配慮されなければならない問題を

分類する必要がある。そこで、本研究では実態の把握を目指し、以下を目的とする。  

「既存の資料を基に、報告されている孤独死事例を収集・整理し、社会的・福祉的背景を

含めた、その実像を明らかにする」 

    

２２２２．．．．    研究方法研究方法研究方法研究方法    

1)1)1)1) 操作的定義操作的定義操作的定義操作的定義とととと仮説仮説仮説仮説    

操作的定義操作的定義操作的定義操作的定義：：：：「誰にも看取られず、亡くなったあとに発見される死」 

仮説仮説仮説仮説：：：：「就労、病気といった生活や健康上の問題を抱える間では、社会的孤立をしている人

が多く、さらに健康を害しやすくなり、その結果孤独死に至る」 

 



 

 

2)2)2)2) 調査対象及調査対象及調査対象及調査対象及びびびび方法方法方法方法    

孤独死についての既存の資料・文献を検索し、データ分類項目を設定したフォームを用い

て、整理する。 

    

3)3)3)3) 倫理上倫理上倫理上倫理上のののの配慮配慮配慮配慮    

収集したデータは研究担当者の責任において厳重に保管管理し、そのままの形での公開

はせず、論文内で引用する際は個人が特定できない形とし、プライバシーに十分配慮する。 

    

３３３３．．．．    結果結果結果結果およびおよびおよびおよび考察考察考察考察    

1)1)1)1) 結果結果結果結果    

(1)(1)(1)(1)新聞記事新聞記事新聞記事新聞記事    

「孤独死」または「孤立死」をキーワードとし、608 件の記事が確認できた。1994 年度ま

では、記事はほとんどない。95-99 年度にかけて増加し、一旦減少した後、04 年度から再び

増加している。95-99 年度は、震災影響によるものがほとんどで、07 年度の 4 件の孤独死事

例記事についても、北九州市での生活保護に関わる孤独死事例であり、個々の孤独死の背景

を収集するには十分なものではなかった。一方、貧困問題や健康問題などを抱えていた事例

が複数確認できた。 

(2)(2)(2)(2) まつどまつどまつどまつど孤独死予防孤独死予防孤独死予防孤独死予防センターセンターセンターセンター報告書報告書報告書報告書    

個々の孤独死の背景を収集するには十分なものではなかったが、貧困問題や健康問題を抱

えていた事例も確認された。 

(3)(3)(3)(3) 北九州市生活保護行政検証委員会中間報告北九州市生活保護行政検証委員会中間報告北九州市生活保護行政検証委員会中間報告北九州市生活保護行政検証委員会中間報告およびおよびおよびおよび最終報告書最終報告書最終報告書最終報告書    

生活保護が必要な人への不適切な対応による孤独死事例であり、経済的問題を抱えていた

ことは明らかである。 

(4)(4)(4)(4) まとめまとめまとめまとめ    

孤独死の全体像や、どの程度が社会的・福祉的に配慮されなければならない問題かを定量

的に明らかにすること、また仮説を明らかにすることは困難であったが、少なくとも一部の

孤独死においては、貧困問題や健康問題が、その要因となっていることが明らかになった。 

 

2)2)2)2) 考察考察考察考察    

孤独死と言われている事例のどのような場合が、社会的・福祉的に配慮されなければなら

ない問題なのか分類することを目指したが、孤独死事例の背景詳細を得るには至らなかった。

しかし、一部の孤独死においては貧困問題や健康問題が要因となっている事例が、調査から

明らかになり、近年の社会・産業構造の変化と、それに対応しきれていない社会保障制度や

制度の運営が孤独死に少なからず影響しているだろう事が透かし見えてきた。 

厚生労働省報告書も認識している通り、失業や非正規雇用が、家族崩壊、経済的基盤の脆

弱性や引きこもりなどを作り出すきっかけになるならば、社会的排除の対象になりやすい、

例えば、ニートやホームレスといった新しい貧困を含む低所得者問題への対応は、基本的に

は行政の役割であると考える。こうした現行の社会保障制度の谷間にいて、生活問題や健康

問題を抱えている人に起こる孤独死こそが社会的福祉的対策を必要とする孤独死ではないか

と考える。 
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